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本
書
は
、
寺
尾
・
大
塚
編
『「
開
発
と

環
境
」
の
政
策
過
程
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
│

日
本
の
経
験
・
東
ア
ジ
ア
の
課
題
』（
二

○
○
二
年
）
の
問
題
意
識
を
引
き
継
い
だ

共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
環
境
政
策
の

具
体
的
な
形
成
・
実
施
（
執
行
）
過
程
を

取
り
上
げ
て
開
発
政
策
な
ど
他
の
政
策
の

展
開
と
関
連
づ
け
て
政
治
経
済
学
的
分
析

を
試
み
る
と
い
う
本
書
で
の
共
通
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
前
者
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の

で
あ
る
。
高
度
成
長
期
か
ら
一
九
七
○
年

代
ま
で
の
産
業
公
害
対
策
を
中
心
に
し
た

「
日
本
の
経
験
」
に
関
す
る
議
論
を
現
在

の
途
上
国
の
環
境
政
策
を
論
じ
る
中
で
利

用
す
る
た
め
の
条
件
と
限
界
を
明
確
に
す

る
と
い
う
前
著
の
残
さ
れ
た
課
題
を
踏
ま

新
刊
紹
介

え
、
本
書
で
は
急
速
に
変
動
す
る
国
際
社

会
を
与
件
と
し
て
現
在
の
発
展
途
上
国
の

お
か
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
が
、
各

国
の
環
境
政
策
や
国
際
的
な
枠
組
み
の
進

展
に
ど
の
よ
う
な
制
約
を
も
た
ら
し
て
い

る
か
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

第
一
章
「
中
国
に
お
け
る
大
気
汚
染
対

策
の
評
価
│
費
用
効
率
性
と
政
策
実
施
コ

ス
ト
の
観
点
か
ら
」（
堀
井
伸
浩
）
は
、

中
国
の
大
気
汚
染
対
策
の
実
効
性
を
分
析

し
て
い
る
。
費
用
効
率
性
よ
り
も
政
策
実

施
費
用
抑
制
を
重
視
し
た
直
接
規
制
中
心

の
政
策
か
ら
、
炭
鉱
へ
の
硫
黄
税
と
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
排
出
権
取
引
制
度
と
い

う
中
長
期
的
な
実
効
性
を
重
視
し
た
間
接

規
制
の
導
入
が
望
ま
し
い
と
論
じ
て
い
る
。

第
二
章
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
河

川
浄
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
過
程
│
工
場

排
水
対
策
を
中
心
に
」（
小
島
道
一
）
は
、

世
界
銀
行
の
援
助
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、

企
業
の
環
境
汚
染
対
策
を
評
価
、
格
付
け

し
て
公
表
す
る
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ 
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
分
析
し
て
い

る
。
地
方
分
権
化
の
動
き
の
中
で
規
制
の

実
効
性
を
あ
げ
る
た
め
地
方
政
府
の
行
政

能
力
向
上
が
必
要
だ
と
論
じ
て
い
る
。

第
三
章
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
工
業
汚
染

対
策
の
展
開
と
課
題
│
司
法
積
極
主
義
に

関
す
る
一
考
察
」（
辻
田
祐
子
）
は
、
イ

ン
ド
の
環
境
政
策
に
お
け
る
重
要
な
特
徴

で
あ
る
司
法
積
極
主
義
を
分
析
し
て
い
る
。

最
高
裁
に
汚
染
対
策
を
命
じ
ら
れ
た
皮
革

産
業
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、
司
法
積
極

主
義
の
功
罪
を
検
討
し
、
判
決
の
執
行
に

お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
果
た
し
う
る

役
割
を
考
察
し
て
い
る
。

第
四
章
「
中
国
の
環
境
政
策
実
施
過
程

に
お
け
る
情
報
公
開
と
公
衆
参
加
│
工
業

汚
染
源
規
制
を
め
ぐ
る
公
衆
監
督
の
役

割
」（
大
塚
健
司
）
で
は
、
情
報
公
開
と

公
衆
参
加
と
い
う
政
策
手
法
に
注
目
し
、

工
業
汚
染
源
規
制
の
実
施
過
程
に
お
け
る

そ
の
役
割
を
検
討
し
て
い
る
。
公
衆
監
督

の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
法

的
、
政
治
的
、
社
会
的
な
環
境
が
整
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

第
五
章
「
台
湾
に
お
け
る
民
主
化
、
地

方
分
権
化
と
環
境
政
策
│
政
策
形
成
過
程

と
執
行
を
め
ぐ
る
政
治
経
済
学
」（
寺
尾

忠
能
）
は
、
民
主
化
と
分
権
化
の
過
程
で

の
環
境
政
策
、
汚
染
排
出
規
制
執
行
の
成

果
、
地
方
政
治
と
地
方
環
境
政
策
な
ど
を

分
析
し
て
い
る
。
民
主
化
、
分
権
化
が
環

境
政
策
を
推
進
す
る
と
い
う
図
式
が
必
ず

し
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

第
六
章
「
韓
国
に
お
け
る
放
射
性
廃
棄

物
処
分
場
建
設
問
題
│
二
○
○
三
年
扶
安

候
補
地
を
め
ぐ
っ
て
」（
石
坂
浩
一
）
は
、

放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
問
題
を
め
ぐ
る
政

府
・
電
力
業
界
、
住
民
・
環
境
団
体
、
マ

ス
コ
ミ
・
学
界
の
対
応
を
検
証
し
、「
開

発
と
環
境
」
を
め
ぐ
る
社
会
的
合
意
形
成

の
現
状
と
課
題
を
論
じ
て
い
る
。
社
会
的

コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
合
意
形
成
メ
カ
ニ
ズ

ム
構
築
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
七
章
「
環
境
技
術
開
発
に
お
け
る
助

成
措
置
の
役
割
│
日
本
に
お
け
る
脱
硫
技

術
開
発
の
経
験
か
ら
」（
伊
藤
康
）
で
は
、

一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
排
煙
脱
硫
技
術

開
発
を
促
進
し
た
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
制
度
を
取
り
上
げ
、
助
成
措
置
の
役

割
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
成
功
し

た
と
さ
れ
る
助
成
措
置
の
経
験
を
再
検
討

す
る
こ
と
で
、
途
上
国
で
の
環
境
技
術
開

発
政
策
の
方
向
へ
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

第
八
章
「
タ
イ
に
お
け
る
廃
棄
物
問
題

の
構
造
と
国
際
協
力
の
課
題
│
タ
イ
南
部

で
の
協
力
事
例
を
も
と
に
」（
藤
井
美
文
）

で
は
、
日
本
と
タ
イ
の
廃
棄
物
問
題
を
比

較
し
、
タ
イ
南
部
に
お
け
る
国
際
協
力
の

事
例
を
踏
ま
え
て
廃
棄
物
政
策
と
環
境
協

力
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
廃
棄
物

問
題
は
制
度
、
政
策
、
社
会
シ
ス
テ
ム
な

ど
幅
広
い
問
題
集
合
で
あ
り
、
広
範
な
関

係
主
体
を
想
定
し
た
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
の
必
要
性
が
示
さ
れ
る
。

第
九
章
「
環
境
規
制
の
国
際
的
調
和
化

と
そ
の
限
界
│
日
本
に
お
け
る
自
動
車
関

連
環
境
規
制
の
調
和
化
と
ア
ジ
ア
に
お
け

る
含
意
」（
城
山
英
明
）
は
、
環
境
政
策

の
国
際
的
調
和
化
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

る
収
斂
）
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
日
米
欧

に
お
け
る
自
動
車
関
連
環
境
規
制
を
事
例

と
し
て
、
環
境
基
準
の
差
異
化
と
国
際
的

調
和
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、

ア
ジ
ア
へ
の
含
意
を
探
っ
て
い
る
。

第
一
○
章
「
世
界
ダ
ム
委
員
会
勧
告
に

残
さ
れ
た
課
題
│
国
際
環
境
政
策
過
程
に

お
け
る
参
加
問
題
」（
藤
倉
良
）
は
、
幅

広
い
利
害
関
係
者
が
参
加
し
た
世
界
ダ
ム

委
員
会
勧
告
を
分
析
し
て
い
る
。
委
員
会

勧
告
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
評
価
さ
れ
た
が
建
設

業
界
や
途
上
国
政
府
か
ら
批
判
さ
れ
、
世

銀
の
支
持
も
失
い
、
基
準
作
成
に
成
功
し

な
か
っ
た
が
、
国
際
環
境
政
策
過
程
の
新

た
な
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
と
論
じ
て
い
る
。

（
て 

ら
お　

た
だ
よ
し
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

寺
尾
忠
能
・
大
塚
健

司
編
『
ア
ジ
ア
に
お

け
る
環
境
政
策
と
社

会
変
動̶
産
業
化
・

民
主
化
・
グ
ロ
ー
バ

ル
化
』

寺
尾
忠
能


